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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

  

本研究課題は、研究代表者自らが見い出したMn3X系を代表例とするワイル反強磁性体に着目し、その

機能性を利用した新規スピン変換物性を開発、およびスピントロニクスデバイスの創出を目指したもの

である。 

物性開発においては、磁気スピンホール効果、フラットバンド金属等、数々の新規物性を発見しそれ

らの基礎学理を構築した。またデバイスの創出に向け、歪みの導入によるMn3Snでの垂直2値状態の実現、

室温での巨大なピエゾ磁気効果の実現およびピエゾ磁気効果で発生する磁化とホール信号の制御成功、

スピン軌道トルクを用いた反強磁性垂直2値状態の電流制御成功など、めざましい成果を挙げた。また

当初計画を超えた強磁性トポロジカル材料を用いた熱流センサーの開発や、Mn3X系の反強磁性体からな

るMTJ素子におけるトンネル磁気抵抗の世界初観測など、基礎科学のみならず社会実装へ向けた研究開

発としても先駆的な成果を多数挙げた。 

当初目標以上の成果を挙げただけでなく、トポロジカル材料科学全体へ多大な貢献を果たした点につ

いて高く評価する。今後は実用化を本格的に視野に入れ、さらに研究を発展させることを期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A+ 非常に優れている 


